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	変化するクレジット・サイクルへの適応
	クレジット・サイクルは、特にマクロ経済環境の変化のスピードが地域間で異なってきているのに伴い、複雑さを増している。このような環境下では、エクスポージャーの柔軟性を欠くアプローチは不利に働く可能性がある。マルチセクター・クレジットが提供するよりダイナミックなアプローチは、最も魅力的な投資機会は市場のあるセグメントから別のセグメントへと急速にシフトし得るとの認識に立つ。
	例えば、金利上昇局面では変動金利資産が有利となりやすい。さらに、市場がストレスに晒された時はハイイールド債や新興国クレジットで混乱が生じることが多く、資本構造の上位へ移行してクオリティのより高い発行体や構造上のプロテクションがより強固なセグメントを選好する方が有利と言える。マルチセクター・クレジットの柔軟性は、そのようなローテーションを可能とする。
	より効果的に作用する分散投資
	チャート1：債券系資産クラスのリスク／リワード

	流動性とインカムの両立
	チャート2：流動性特性の決定要因は投資する資産の構成

	長期リターンにおけるインカムの重要性
	チャート3：債券系資産クラスの足元の利回り水準

	なぜマルチセクター・クレジットなのか、そしてなぜ今なのか
	まとめ
	複雑さを増す債券市場環境への近代的な対応策と言えるマルチセクター・クレジットは、柔軟性と分散化にグローバル・クレジット市場を見渡す幅広い視点を組み合わせることで、適応力が高く下方耐性の強い長期的なリターン創出への道を機関投資家に提供する。
	各市場がサイクルの異なる段階を移行していくなか、単一セグメントに縛られずにクレジット市場全体に横断的に投資できる戦略は、機会を捉え、元本の保全を図りながら持続的なインカムを享受していくのに、より有利だと言える。

